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「
振
り
込
め
」か
ら 

「
振
り
込
ま
せ
な
い
」詐
欺
へ

　

最
近
で
は
、
従
来
の
よ
う
に
金

融
機
関
を
通
じ
て
「
振
り
込
ま
せ

る
」
も
の
に
加
え
、
犯
人
が
現
金

や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
、
直
接

自
宅
等
に
取
り
に
き
た
り
、
指
定

の
場
所
に
持
っ
て
こ
さ
せ
る

「
振
り
込
ま
せ
な
い
」（
い
わ
ゆ
る

「
受
取
型
」
の
手
口
）
型
の
詐
欺

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

次
の
手
口
に
要
注
意

　

振
り
込
め
詐
欺
の
犯
人
は
、
電

話
帳
や
卒
業
生
名
簿
な
ど
の
各
種

名
簿
を
元
に
、
息
子
や
孫
を
装
っ

て
電
話
を
か
け
て
き
ま
す
。

そ
の
口
実
は
、

「
携
帯
電
話
の

　
　
　
　

番
号
が
変
わ
っ
た
」

「
会
社
の
携
帯
電
話
だ
か
ら

　
　
　
　

登
録
し
て
お
い
て
」

な
ど
と
言
っ
て
、
息
子
や
孫
の
電

話
番
号
が
変
わ
っ
た
と
信
じ
込
ま

せ
ま
す
。

　

こ
の
時
、
相
手
は
、
声
が
違
う

こ
と
を
怪
し
ま
れ
な
い
よ
う
に

「
カ
ゼ
を
ひ
い
て

　
　
　
　

喉
の
調
子
が
悪
い
」

な
ど
と
言
っ
て
、
息
子
な
ど
の
声

と
は
異
な
る
こ
と
を
、
不
自
然
に

思
わ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

そ
し
て
、

・
電
車
に
会
社
の
お
金
が
入
っ

た
カ
バ
ン
を
置
き
忘
れ
た
。

・
会
社
の
お
金
を
使
い
込
ん
だ
。

監
査
で
ば
れ
る
と
ク
ビ
に
な

る
。

・
友
人
の
借
金
の
保
証
人
に

な
っ
た
。

・
株
で
失
敗
し
た
。

　

な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た

こ
と
を
口
実
に
し
て
、「
自
宅
ま

で
取
り
に
行
く
か
ら
お
金
を
用
意

し
て
」
な
ど
、
至
急
お
金
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
持
ち
か
け
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
後
、

「
自
分
は
行
け
な
く
な
っ
た
の

で
、
同
僚
を
行
か
せ
る
」

な
ど
と
言
っ
て
、「
受
け
子
」
に

現
金
を
自
宅
等
に
取
り
に
い
か
せ

て
、
だ
ま
し
取
る
の
で
す
。

　

警
察
庁
の
発
表
に
よ
り
ま
す
と
、
２
月
10
日
現
在
、「
振
り
込
め
詐
欺
」
の
被
害
件
数
は

９
２
２
３
件
（
前
年
比
約
５
割
増
）
で
、
被
害
金
額
は
、
２
５
９
億
円
（
前
年
比
約
６
割
増
）

と
い
う
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
悪
質
な
犯
罪
に
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
、
あ
ら
た
め

て
「
振
り
込
め
詐
欺
」
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

あ
な
た
に
近
づ
く
「
振
り
込
め
詐
欺
」
に
ご
注
意
を
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電
話
を
受
け
て
し
ま
っ
た
ら

　

ち
ょ
っ
と
で
も
不
審
な
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
ら
、

◆
動
揺
し
な
い
、
あ
わ
て
な
い
。

◆
「
詐
欺
か
も
し
れ
な
い
」
と
疑

い
、
絶
対
に
相
手
に
し
な
い
。

◆
必
ず
本
人
や
家
族
に
確
認
す
る
。

近
所
の
人
に
助
け
を
求
め
る
。

◆
振
り
込
む
前
に
、
家
族
に
相
談

す
る
。

韮崎市内に最近かかってきた電話の実例

●息子をかたる者から
「急にお金が必要になった。知り合いがいまか
ら近所までいくから、そこまで行って金を渡し
て欲しい。」

●市職員や社会保険事務所職員をかたる者から
「医療費の過払いがある。過払い分の払い戻し
をするので、通帳やキャッシュカードを使って
ＡＴＭで手続きをしてほしい。」

●警察官をかたる者から
「あなたの口座が犯罪に利用されているので、
いまからご自宅に伺います。」

●その他
「振り込め詐欺が流行っていますので、注意を
促したくて連絡しました。女性の方はだまされ
やすいので、奥さんに代わってください。」

が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
短
期
間
に
何
度
も

電
話
を
か
け
て
き
て
、
被
害
者
が

正
常
な
判
断
が
で
き
な
い
よ
う
に

追
い
込
む
の
が
特
徴
で
す
。

家
族
が
被
害
に 

　
　
　
あ
わ
な
い
た
め
に

　

最
近
、
別
居
し
て
い
る
ご
両
親

や
身
内
の
方
と
話
し
て
い
ま
す

か
？
話
し
て
い
な
い
方
は
連
絡
を

取
り
、
近
況
だ
け
で
な
く
、
振
り

込
め
詐
欺
の
手
口
を
話
し
て
い
た

だ
き
、
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に

注
意
を
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
と
き
に
、
家
族
で
し
か
分

か
ら
な
い
「
合
言
葉
」
を
決
め
た

り
、
銀
行
な
ど
の
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用

限
度
額
の
引
き
下
げ
」
な
ど
を
一

緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
留
守
番
電
話
や
ナ
ン
バ

ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
機
能
の
有
効
活

用
な
ど
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
分
だ
け
は
、
大
丈
夫
だ
と
思

わ
ず
、
ご
家
族
み
ん
な
で
日
ご
ろ

か
ら
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ

＊
韮
崎
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

商
工
観
光
課
商
工
労
政
担
当
内

　
（
内
線
２
１
５
・
２
１
６
）

＊
韮
崎
警
察
署

　

☎
２
２－

０
１
１
０

◆
少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た

場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
先
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

手
口
は
更
に
巧
妙
化

　

そ
の
他
に
、
警
察
官
や
銀
行
員

に
な
り
済
ま
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
を
要
求
す
る
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
受
取
型
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」、

架
空
な
請
求
を
ハ
ガ
キ
や
携
帯
電

話
で
請
求
す
る
「
架
空
請
求
詐

欺
」、
給
付
金
が
あ
る
と
言
っ
て

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
す
る｢

還
付
金
詐

欺｣

、
お
金
を
低
利
で
貸
す
と
持

ち
か
け
る
「
融
資
保
証
金
詐
欺
」

　

市
で
は
、
悪
質
業
者
の
手
口
が

ま
す
ま
す
多
様
化
・
巧
妙
化
す
る

中
で
、消
費
者
の
自
立
を
支
援
し
、

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

無
料
で
講
師
を
派
遣
す
る
出
前
塾

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
対
象

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る

概
ね
10
人
以
上
の
団
体
等

■
場
所

受
講
者
の
指
定
す
る
公
共
施
設

等
（
公
民
館
な
ど
）

■
講
義
時
間

　

１
回
あ
た
り
２
時
間
以
内

■
講
師

　

市
職
員
ほ
か

■
申
込
方
法

　

開
催
日
の
約
一
ヶ
月
前
ま
で
に

企
画
財
政
課
窓
口
に
て
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
メ
ニ
ュ
ー

①
最
近
の
悪
質
商
法
の
手
口
と
対

処
法

②
架
空
請
求
・
振
り
込
め
詐
欺
・

リ
フ
ォ
ー
ム
詐
欺
の
被
害
防
止

③
高
齢
者
（
若
者
）
を
ね
ら
う

　

悪
質
商
法

な
ど
、
消
費
生
活
に
係
わ
る
メ
ニ

ュ
ー
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
涯
学
習
や
健
康
づ
く

り
な
ど
、
別
の
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

＊
振
り
込
め
詐
欺
の
メ
ニ
ュ
ー
や

　

講
義
内
容
つ
い
て

　

韮
崎
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

商
工
観
光
課
商
工
労
政
担
当
内

　
（
内
線
２
１
５
・
２
１
６
）

＊
そ
の
他
メ
ニ
ュ
ー
・
出
前
塾
の

　

申
込
方
法
に
つ
い
て

　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

　
（
内
線
３
５
６
）

手
口
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
も
大
切
で
す

出
前
塾
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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新
し
い
保
険
証（
う
ぐ
い
す
色
）

を
郵
送
し
ま
す

　

現
在
使
用
し
て
い
る
保
険
証

は
、
３
月
31
日
で
有
効
期
限
切
れ

と
な
り
ま
す
。
４
月
１
日
か
ら
使

用
で
き
る
新
し
い
保
険
証
を
、
３

月
末
ま
で
に
簡
易
書
留
に
て
郵
送

し
ま
す
。

　

な
お
、
期
限
切
れ
と
な
る
保
険

証
は
、
各
自
で
の
処
分
を
お
願
い

し
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
方
は
ご
注
意
を

①
４
月
２
日
以
降
に

　

75
歳
に
到
達
す
る
方

　

保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
75
歳

の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。
誕
生
日
ま
で
に
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
保
険
証
を
お
渡
し

し
ま
す
。

②
右
上
に

と
表
示
の
あ
る
保
険

証
を
お
持
ち
の
方
で
、
４
月
１

日
以
降
65
歳
に
到
達
す
る
方

　

保
険
証
に
誕
生
月
の
末
日
（
誕

生
日
が
月
の
初
日
の
場
合
は
前
月

の
末
日
）
ま
で
が
、
退
職
者
医
療

制
度
の
対
象
で
あ
る
旨
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
退
職
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
た
方
で
、
退
職
者

本
人
が
先
に
65
歳
に
到
達
す
る
場

合
、退
職
者
本
人
と
同
日
ま
で
が
、

退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
で
あ
る

旨
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
誕

生
月
の
末
日
以
降
も
同
じ
保
険
証

を
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
ま
す
。

転
出
、
社
保
加
入
の
場
合
は

必
ず
14
日
以
内
に
届
出
を

　

他
の
市
町
村
へ
転
出
し
た
り
、

会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場

合
は
、
忘
れ
ず
に
国
保
の
保
険
証

を
返
還
し
、
国
保
の
資
格
を
喪
失

す
る
手
続
き
を
14
日
以
内
に
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
国
保
税
が
課
税
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

学
生
へ
の
保
険
証
の
交
付

　

在
学
の
た
め
、
住
所
が
就
学
地

に
あ
る
場
合
、
４
月
１
日
以
降
の

在
学
証
明
書
を
持
参
の
う
え
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
保

国
保
は
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た
め
の
制
度
で
す

　
国
民
健
康
保
険
は
、
主
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
が
納
め
る
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
に

よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
保
税
は
納
期
内
に
納
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
医
療
費
を
抑
制
す

る
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
活
用
や
、
健
康
診
断
の
受
診
に
よ
る
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

市
民
課
国
保
医
療
担
当

　
（
内
線
１
２
７
～
１
２
９
・
１
３
７
）
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険
証
を
交
付
さ
れ
て
い
た
方
が
卒

業
し
た
場
合
は
、
た
だ
ち
に
保
険

証
を
返
還
し
、
韮
崎
市
の
国
保
の

資
格
を
喪
失
す
る
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
後
は
、
住
所
地

の
国
保
へ
加
入
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

「
柔
道
整
復
師
の
施
術
」
を

受
け
ら
れ
る
方
へ

　　

健
康
保
険
等
が
使
え
る
場
合
の

治
療
の
対
象
と
な
る
負
傷
は
、

①
医
師
や
柔
道
整
復
師
に
、骨
折
、

脱
臼
、
打
撲
及
び
捻
挫
等
（
肉

離
れ
を
含
む
。）
と
診
断
ま
た

は
判
断
さ
れ
、
施
術
を
受
け
た

と
き
。（
骨
折
及
び
脱
臼
に
つ

い
て
は
、
応
急
手
当
を
す
る
場

合
を
除
き
、
あ
ら
か
じ
め
医
師

の
同
意
を
得
る
こ
と
が
必
要
で

す
。）

②
骨
、
筋
肉
、
関
節
の
ケ
ガ
や
痛

み
で
、
そ
の
負
傷
原
因
が
は
っ

き
り
し
て
い
る
と
き
。

で
す
。

　

な
お
、
内
科
的
原
因
に
よ
る
疾

患
な
ど
、
健
康
保
険
等
の
対
象
と

な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
負
傷
の
原
因
は
正
確
に
き
ち

ん
と
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

70
歳
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
、
窓
口
で
の
負
担
割

合
は
、
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、

平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
、
左
表

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
が
、現
在
、

「
２
割
（
平
成
26
年
３
月
31
日
ま

で
は
１
割
）」
の
高
齢
受
給
者
証

（
以
下
「
証
」
と
い
う
）
を
お
持

ち
の
方
は
、
軽
減
特
例
措
置
に
よ

り
、
４
月
以
降
も
「
１
割
」
の
負

担
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
以
降
お

使
い
に
な
る
証
を
、
３
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
の
で
、
証
の
差
替
え

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

普
段
、
何
気
な
い
「
歩
く
」
と

い
う
動
作
に
、
ど
れ
だ
け
の
筋
肉

が
使
わ
れ
る
か
、
あ
な
た
は
知
っ

て
い
ま
す
か
？

　

実
は
、
全
身
の
筋
肉
や
神
経
を

総
動
員
し
て
行
う
大
変
な
動
き
な

の
で
す
。

　

春
の
到
来
を
感
じ
ら
れ
る
こ
の

季
節
に
、
ぜ
ひ
仲
間
と
一
緒
に
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
全
身
運
動
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
は
、
旧
韮
崎
町
の
街
並
み

を
眺
め
な
が
ら
歩
き
ま
す
。
当
日

は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
か
ら
の

歩
き
方
の
指
導
や
、
終
了
後
に
、

食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
健
康

食
の
試
食
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
悪
天
候
の
場
合
は
、
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
室
内
運
動
を

行
い
ま
す
。

■
日
時　

３
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　

９
時
30
分
～

　
　
　
　
（
受
付
９
時
よ
り
）

■
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
持
物　

汗
拭
き
タ
オ
ル
、
水
分

　

補
給
で
き
る
飲
み
物

※
運
動
で
き
る
服
装
、
歩
き
や
す

　

い
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課
保
健
指
導
担
当

　

☎
２
３－

４
３
１
０

　

２
３－

４
３
１
６

70
歳
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
へ

４
月
よ
り
窓
口
負
担
の
割
合
が
変
わ
り
ま
す

対象者 現在お持ちの受給
者証の負担割合

4月以降の
負担割合

新しい受給者証の
発送時期等

昭和14年４月２日生～
昭和19年３月１日生

２割
（平成26年３月
31日までは１割）

２割
（特例措置に
より１割）

３月下旬に、４月以
降お使いいただく証
を郵送します。

３割 ３割
負担割合に変更がな
いため、証の郵送は
ありません。

昭和19年３月２日生～
昭和19年４月１日生 ―

世帯の所得に
応じて、２割
（特例措置に
より１割）ま
たは３割

3月下旬に、4月以
降お使いいただく証
を郵送します。

昭和19年４月２日生～ ―
世帯の所得に
応じて、２割
または３割

誕生月に郵送しま
す。証は翌月からお
使いいただけます。
（１日生まれの方は、
誕生月の前月に郵送、
誕生月から使用）

「歩く」を見直すチャンスです
陸上ウォーキング教室で
気軽に運動をはじめませんか

※高齢受給者証は、毎年８月１日を更新日として、世帯の所得により翌年７月までの１年
間の負担割合を判定します。８月以降お使いになる証は、７月下旬に郵送します。
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返信者4,718人の内、介護予防が必要な高齢者は1,536人
（32.6％）でした。

市内在住の65歳以上の方（介護保険の要介護者、要支援者、
施設入所者は除く）6,414人を対象に実施し、返信者4,718人
（73.6％）でした。

65歳～79歳の年齢層は、口腔機能の低下を意識している方の割
合が多くみられます。
運動機能、認知症、うつについては、各年齢層で気になっている
方の割合が多く、早期からの支援が必要と思われます。80歳を
超えてくると、閉じこもりがちの傾向が見られました。

介護予防としてあげられる６項目の状況をみると、運動機能が最
も多く、次いで口腔機能となっています。
※回答項目に重複あり。

　昨年の３～４月にかけて市で実施しました「生活機能評
価質問票（基本チェックリスト）」の結果をご報告します。

　市では、高齢者の誰もが健康で、住み慣れた地域
でいきいきと暮らすことができるよう、介護予防を
進めています。次の対象者の方へ「生活機能評価質
問票（基本チェックリスト）」を３月下旬に送付します。

■対象　
　65歳以上の方（平成26年３月31日現在）
※要介護・要支援の介護認定を受けている方は除く

■どんな質問ですか？
　現在の自分のからだの状態を振り返り、足腰の筋
力などの運動に関することや、栄養・口腔に関する
ことなどの25項目の質問に回答いただくことで、
生活機能や健康状態を把握することができます。

■質問に答えると
　ご回答いただいた内容を市で判断して、介護予防
が必要な方には、市で実施している次の介護予防事
業の紹介を行っています。各介護予防教室等をご利

用いただくことで、自立した生活ができるように支
援していきます。
　●運動機能低下の見られた方
　　　筋力向上教室、道草クラブ	
　●口腔機能の低下が見られた方
　　　健口アップ訪問	
　●栄養改善の必要がある方
　　　栄養改善訪問	
　●気持ちの落ち込みが見られる方や閉じこもりが
　　ちな方、認知症予防が必要な方
　　　看護師による訪問指導（うつや閉じこもり・
　　認知症予防支援訪問）、道草クラブ
	
■返送にご協力ください
　お手元に質問票が届いた方は、回答をご記入のう
え、同封の返信用封筒でご返送ください。
＊返信期限　４月30日（水）
　生活機能評価は介護予防への第１歩です。現在の
自分の状態を知り、健康長寿を目指しましょう。

介護予防のための
生活機能評価質問票（基本チェックリスト）
を送付します

生活機能評価質問票の
昨年の調査結果をご報告します

65歳以上
の方へ

■お問い合わせ　
　保健課介護支援担当
　（保健福祉センター内）
　☎２３－４３１３
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市
内
に
在
住
・
勤
務
す
る
方
を

対
象
に
、
韮
崎
市
聴
覚
障
害
者
協

会
の
方
々
が
講
師
と
な
り
、
手
話

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
４
月
よ

り
新
し
い
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
た
、

初
級
・
中
級
一
貫
の
講
座
内
容
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
講
習
を
受

け
て
い
た
だ
い
た
方
や
こ
れ
か
ら

始
め
て
み
よ
う
と
お
考
え
の
方
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

４
月
17
日
（
木
）

　

～
平
成
27
年
２
月
19
日
（
木
）

　

４
月
～
８
月
（
初
級
）

　

９
月
～
３
月
（
中
級
）

　

市
で
は
、
買
い
物
に
不
便
を
感

じ
て
い
る
方
々
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
、
本
町
通
り
商
店
街
へ
ミ
ニ

ス
ー
パ
ー
（
ま
ち
な
か
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
）
の
開
設
や
、
食
料
品
等
を

販
売
す
る
移
動
販
売
車
を
、
各
地

域
へ
巡
回
さ
せ
る
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
移
動
販
売
車
の
巡
回
日

程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
対
象
地
域

へ
配
布
の
巡
回
時
刻
表
の
ほ
か
、

市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

毎
週
木
曜
日
（
全
40
回
）

　

19
時
20
分
～
21
時

■
場
所　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
ニ
コ
リ
」
会
議
室

■
参
加
費　

無
料

※
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
は
当
日
会
場

　

に
て
自
己
購
入
と
な
り
ま
す
。

■
定
員

　

初
級
中
級
一
貫
ク
ラ
ス　

25
名

■
申
込
期
限

　

４
月
４
日
（
金
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

福
祉
課
障
が
い
福
祉
担
当

　
（
内
線
１
８
２
・
１
８
３
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
商
工
労
政
担
当　

　
（
内
線
２
１
６
）

店
が
遠
く
て
お
困
り
の
方
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

基
礎
か
ら
学
ぼ
う
！　

手
話
講
習
会
を
開
催

　

突
然
で
す
が
、
紙
と
筆
記
用
具

を
ご
用
意
の
う
え
、
次
の
質
問
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

①
紙
の
大
き
さ
に
見
合
っ
た
円
を

描
い
て
、
そ
の
中
に
１
か
ら
12

ま
で
の
数
字
を
時
計
の
よ
う
に

並
べ
る
。

②
10
時
10
分
を
示
す
時
計
の
針
を

描
き
加
え
る
。

　

円
が
小
さ
く
な
り
す
ぎ
て
い
ま

せ
ん
か
？

　

数
字
は
正
し
い
配
列
で
、
円
に

沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
か
？

　

10
時
10
分
の
位
置
に
、
短
い
針

と
長
い
針
が
描
け
て
い
ま
す
か
？

　

実
は
こ
れ
、
認
知
症
の
早
期
発

見
の
目
安
と
し
て
使
わ
れ
る
、
簡

易
テ
ス
ト
の
１
つ
で
す
。

◦
紙
の
大
き
さ
に
比
べ
て
円
が
小

さ
す
ぎ
る
。

◦
数
字
が
円
に
沿
っ
て
お
ら
ず
、

縦
や
横
に
並
ん
で
い
る
。

◦
数
字
が
多
い
、ま
た
は
少
な
い
。

◦
時
計
の
針
が
10
時
10
分
を
さ
し

て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
結
果
の
場
合
、
認

知
症
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

■
早
期
発
見
・
早
期
受
診
が
大
切

　

現
在
の
超
高
齢
社
会
に
お
い

て
、
65
歳
以
上
で
10
人
に
１
人
、

85
歳
以
上
に
な
る
と
４
人
に
１
人

が
認
知
症
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
誰
も
が
か
か
る
可
能
性
が

あ
る
身
近
な
病
気
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
予
防
や
早
期
発
見
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
気
に
な
っ
た
方
は
、

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
相
談
、
あ
る

い
は
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■
認
知
症
に
対
す
る
意
識
の
変
化

　

市
で
認
知
症
対
策
の
取
り
組
み

を
は
じ
め
て
、
今
年
で
５
年
目
を

迎
え
ま
す
。
開
始
当
初
と
比
べ
、

ご
本
人
が
早
期
の
段
階
で
ご
相
談

に
来
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き

て
お
り
、
認
知
症
へ
の
意
識
の
高

ま
り
を
感
じ
ま
す
。
「
最
近
忘
れ

っ
ぽ
く
な
っ
て
き
た
な
…
」
と
感

じ
た
ら
、
そ
の
時
が
認
知
症
の
進

行
を
緩
め
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

■
周
囲
の
理
解
も
大
切
で
す

　

ま
た
、
周
囲
に
認
知
症
の
方
が

い
る
場
合
は
、
偏
見
を
持
た
ず
に

あ
た
た
か
い
目
で
見
守
っ
て
く
だ

さ
い
。
忘
れ
っ
ぽ
く
な
っ
て
一
番

不
安
な
の
は
ご
本
人
で
す
。
周
囲

の
対
応
し
だ
い
で
、
症
状
の
改
善

が
み
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
正
し
い
知
識
と
理
解
を
も
っ

て
接
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す

　

平
成
24
年
９
月
よ
り
、
19
回
に

わ
た
り
連
載
を
し
て
き
ま
し
た

「
そ
れ
い
け
！
オ
レ
ン
ジ
ガ
ー

ル
」
は
、
今
回
を
も
ち
ま
し
て
連

載
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
長
い
間
、
ご
覧
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

オ
レ
ン
ジ
ガ
ー
ル
は
「
認
知
症

に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
こ
れ

か
ら
も
認
知
症
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
お
伝
え
で
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ま
た
お
会

い
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

も
の
忘
れ
相
談
セ
ン
タ
ー

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
２
３－

４
４
６
４

そ
れ
い
け
！
オ
レ
ン
ジ
ガ
ー
ル
　
最
終
回

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
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■
開
講
式

　

４
月
17
日
（
木
）
13
時
30
分
～

※
５
月
か
ら
毎
月
１
回
開
催

■
場
所

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　

韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

■
受
講
内
容

＊
午
前
（
希
望
者
の
み
）

ク
ラ
ブ
・
同
好
会
（
書
道
・
俳

句
・
料
理
・
手
芸
・
陶
芸
・
パ

ソ
コ
ン
・
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
・
切
り
絵
・
う
た
声
）

※
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

＊
午
後　

講
演

詳
し
く
は
、
第
37
期
（
平
成
26

年
度
）
武
田
の
里
ラ
イ
フ
カ
レ

ッ
ジ
受
講
案
内
（
各
戸
配
布
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
入
学
金

　

５
、
０
０
０
円（
年
額
）

※
一
講
座
２
、０
０
０
円
の
体
験

入
学
も
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
書
に
ご
記
入
の

上
、
４
月
４
日
（
金
）
ま
で
に
教

育
課
生
涯
学
習
担
当
へ
入
学
金
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課
生
涯
学
習
担
当

　
（
内
線
２
６
８
）

　武田の里ライフカレッジの閉講式・学園祭を一般開放します。
イケメン・二代目「星の王子様」として、「今、親父よりも忙
しい」若手真打の落語をお楽しみいただけます。
　参加費は無料ですので、ぜひ皆さんお出かけください。

■開催日　３月７日（金）
■場　所　東京エレクトロン韮崎文化ホール大ホール
■内容・時間
◦閉講式　　　　　　　　　１３時１０分～
◦うた声同好会発表　　　　１３時３５分～
◦アトラクション「落語」　１３時５５分～
　出演　三遊亭　王楽 氏
◦クラブ作品展示　　　　　１１時３０分～１５時４０分
　ホール１階美術展示室

　

ラ
イ
フ
カ
レ
ッ
ジ
は
、
多
く
の

仲
間
と
の
出
会
い
や
感
動
と
と
も

に
、
あ
な
た
の
人
生
を
豊
か
に
す

る
た
め
の
学
び
の
場
で
す
。
月
に

一
度
の
講
座
等
は
無
理
な
く
自
由

に
参
加
で
き
、
実
力
派
の
講
師
に

よ
る
講
演
は
も
ち
ろ
ん
、
楽
し
い

ク
ラ
ブ
や
同
好
会
活
動
も
充
実
し

て
い
ま
す
。

　

生
涯
を
通
じ
て
生
き
生
き
と
暮

ら
し
た
い
と
お
考
え
の
方
な
ら
、

年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
、
誰
で
も

入
学
で
き
ま
す
。
あ
な
た
も
生
涯

学
習
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

三遊亭　王楽 氏
五代目圓楽師匠の最後の弟子であり、三遊
亭好楽の息子。親子でありながら兄弟弟子
という複雑な父子関係を持つ二代目落語家。

昨
年
の
講
演
の
様
子
（
森
永
卓
郎
氏
）

新
た
な
学
び
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

武
田
の
里
ラ
イ
フ
カ
レ
ッ
ジ
受
講
生
を
募
集

26年度

25年度 武田の里ライフカレッジを
体験するチャンスです

韮崎市職員（薬剤師・看護師）を募集します ■お問い合わせ
　政策秘書課政策人事担当（内線３２５・３２６）

採用職種 採用者数 採用日 申込受付 試験日 申込資格要件等

薬剤師 １名
５月１日 ３月３日（月）

～３月２０日（木）
４月４日（金）
小論文、面接

薬剤師の免許を有している人
（試験日時点で有する見込の人を含む）

看護師 ５名程度 看護師免許を有する人
（試験日時点で有する見込の人を含む）

※詳細は、市役所ホームページに掲載及び市役所１階受付、市立病院事務局で配布しています『韮崎市職員（薬剤師）（看護師）
採用試験案内』をご覧ください。
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　老壮大学では、毎月１回、様々な分野で活躍されて
いる方を講師に迎えた講座のほか、映画上映、カラオ
ケ大会、クリスマス会などのイベントを開催します。
また、初心者でも安心して習える「社交ダンス教室」

「パソコン教室」「健康教室」のほか、楽しい部活動も
あります。お気軽にお申し込みください。

■日時　４月２５日（金）より毎月１回
　　　　１３時～１５時
■場所　市民交流センター「ニコリ」
　　　　３階多目的ホール
　　　※８月・９月は東京エレクトロン
　　　　韮崎文化ホール・小ホール
■対象者　市内に住所を有する６０歳以上の方
　　　　　（昭和３０年３月３１日以前に生まれた方）
■入学金　２，０００円
■内容
　＊講座　（下表のとおり）
　＊部活　書道・文芸・手芸・園芸・写真・華道・
　　　　　舞踊・囲碁・読書・詩吟
　＊教室　社交ダンス・パソコン教室・健康教室
　※部活、教室は希望者のみ（人数制限あり）
■申込方法

３月２８日（金）までに、社会福祉協議会窓口（老
人福祉センター内）へ、申込書に入学金を添えてお
申し込みください。

※今年度から申込み先が変更になりました。なお、福
祉課窓口への申込みも可能です。
■申込書の配布場所
　社会福祉協議会窓口・福祉課窓口・
　市民交流センター「ニコリ」

囲碁部　網谷儀彦さん
もっと強くなりたくて通っています。負けると悔しいし、先手
を読みながら打つので、終わった後はすごく疲れます。でも、
心地よい疲れなので、また翌月が楽しみで仕方ありません。

華道部　岩下島子さん
今年で３年目になります。毎月、大好きなお花を生けたり、み
んなと楽しくおしゃべりできるので、通うことが楽しみです。
お家にいるのがもったいないって思います。通うことにより、
楽しみがひとつ増えました。

社交ダンス　佐藤由美子さん
健康のために通うようになって、腰やヒザなど
が良くなり、少しスリムになった気がします。
また、はじめたことにより、気持ちもカラダも
若くなった気がします。

月一回の楽しみを増やしませんか？
第46期 老壮大学の学生を募集します

■お問い合わせ・お申し込み
　韮崎市社会福祉協議会（老人福祉センター内）
　☎２２－６９４４

日時 講座内容 講師

　４月２５日（金） 開講式　特別講演「韮崎
市60年のあゆみ」 韮崎市長 横　内　公　明

　５月１６日（金） 童謡には秘密がいっぱい 作家 合　田　道　人

　６月２０日（金） 甲州弁が地域をつなぐ 甲州弁学者 五諸川　津平太

　７月１８日（金） 食と笑顔と心の持ち方 料理研究所所長 神　谷　信　將

　８月２２日（金） カラオケ大会 演歌歌手 雲　井　滝　乃

　９月１９日（金） 映画鑑賞：ビルマの竪琴 － －

１０月２４日（金） 客席参加型落語 落語家 桂　　　三　風

１１月２１日（金） お一人様の老後に備える
知恵と工夫 ライター 中　澤　まゆみ

１２月１９日（金） クリスマス会 － 保　育　園　児

　１月１６日（金） 笑って元気 講談師 古　池　麟　林

　２月　６日（金） 人生花を咲かせる生き方 尼僧 小　林　良　正

　３月　６日（金） 修了式、大学祭、文化祭 － －
※都合により日程・講師等変更する場合があります。

【第４６期老壮大学講座一覧】　　時間：１３時～１５時
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作品の準備まで大変でした。でも今日は、参加者
に楽しんでいただけてよかったです。資料館は
思ったよりもたくさんの資料が展示してあり、
びっくりしました。」
　森沢あい里さんは「みんなが楽しんでくれたの
で、イベントは成功したと思います。資料館の場
所が少しわかりにくかったので、もったいないな
あ、と感じます。」と感想を述べてくれました。

　１２月８日、山
梨英和中学校の
職場体験の一環と
して、カラー紙粘
土を使用してアク
セサリーなどを制
作する「縄文★デ
コ」教室が行われ
ました。参加者は
参考作品を見なが
ら、親子で思い思

いのアクセサリーを楽しみながら制作しました。
参加した安部真央ちゃんは、「ねんどがだいすき
です。たのしかった。またやってみたい。」と、
うれしそうに話してくれました。
　イベント企画者の清水日南子さんは、「参加し
た誰もが楽しんでいただけるように、企画から試

まちかどトピックスまちかどトピックス
MA CHI KA DO TOPICS

■お問い合わせ

　企画財政課企画推進担当

　☎22ー1111（内線356）

　 koho@city.nirasaki.lg.jp

　三井物産（株）、（株）明電舎等の企業グルー
プが、大草町の御勅使工業団地南側県有地（約
１１ヘクタール）に建設を進めていました約
１，０００世帯に相当する、年間約６メガワッ
トを発電する民間メガソーラー発電所が、１月
より運転を開始しました。工事期間中、付近の
住民・企業の皆さまには、ご理解、ご協力いた
だきありがとうございました。

山梨英和中学校の生徒が企画しました

メガソーラー発電所発電開始 雲岸寺の豆まき
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　１月１９日、東京エレクトロン韮崎文化ホー
ル・小ホールにおいて、「男女協働で減災力のあ
るまちづくり」と題した、男女共同参画・減災合
同フォーラムが開催されました。
　男女共同参画推進委員による、新プランの概要
説明や活動報告の後、大地震での発生時の行動、
緊急時のトイレの使い方などを演じた、寸劇が披
露されました。
　また、みなみらんぼう氏による基調講演で
は、「２０１１年の東日本大震災のときには、
２００８年の岩手・宮城内陸地震を教訓として、
着実に防災意識や住宅の耐震化が進んでいるこ
とを実感した。」との話に、参加した森田さんは
「日ごろから、ひとりひとりが防災の意識を持つ
ことの大切さを改めて感じました。らんぼうさん
の口調が優しく、人間味にあふれていて良かった
です。」と感想を語ってくれました。

　１月１８日、１９日の２日間、グリーンフィール
ド穂坂において、青少年の健全な育成につなげよう
と、市サッカー協会と韮崎警察署による、恒例のＵ
－１２サッカー正月大会が行われました。大会には
韮崎、北杜、甲斐市の３市から２１チームが参加、
それぞれの試合で熱戦を繰り広げました。

　篠原靖くんは「シュートが決まり、今後にいい意
味でつながりそうです。」丸山晃汰くんは「点が取
れて、とても嬉しい。次の試合も点を入れたい。」
大柴秀太くんは「久しぶりに点が決められてうれし
かった。」と、それぞれに喜びを語ってくれました。

地震への備えの大切さを学びました

正月から熱戦が繰り広げられました
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家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
品
の
回
収
を
、
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
回
収
の
際
に
は
、
適
正

な
処
理
を
行
う
た
め
、
リ
サ
イ
ク

ル
料
と
運
搬
料
が
か
か
り
ま
す
。

※
次
回
は
10
月
に
な
り
ま
す
。

■
日
時　

３
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　

９
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

市
役
所
庁
舎
裏
駐
車
場

■
リ
サ
イ
ク
ル
料
及
び
運
搬
料
金
表

※
リ
サ
イ
ク
ル
券
は
用
意
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
郵
便
局

の
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
購
入
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
回
収
品
目

　

①
テ
レ
ビ

　

②
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機

　

③
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫

　

④
エ
ア
コ
ン

　

平
成
26
年
４
月
よ
り
、
天
ぷ
ら

な
ど
で
使
用
し
た
廃
食
油
を
回
収

し
、
飼
料
や
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
始
め

ま
す
。

■
回
収
対
象
油

　

各
家
庭
か
ら
出
た

・
賞
味
期
限
切
れ
の
植
物
性
油

・
天
ぷ
ら
等
で
使
用
し
た
油

　
（
天
か
す
等
は
取
り
除
く
）

■
回
収
日
時

　

毎
週
土
曜
日　

13
時
～
16
時

■
回
収
場
所

　

市
役
所
裏
駐
車
場

　
（
資
源
ご
み
拠
点
回
収
場
所
）

■
回
収
方
法

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
容
器
に
入

れ
て
、
会
場
に
用
意
し
て
あ
る

ポ
リ
タ
ン
ク
へ
移
し
て
く
だ
さ

い
。

※
容
器
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

未
使
用
の
場
合
は
、
そ
の
ま
ま

回
収
場
所
に
て
収
集
し
ま
す
。

■
注
意
事
項

・
機
械
油
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

・
食
堂
な
ど
、
業
務
上
の
廃
食
油

は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課
環
境
政
策
担
当

　
（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）

■
業
者
に
直
接
搬
入
す
る
場
合

　

次
の
搬
入
先
へ
個
人
で
持
ち
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

＊
都
留
貨
物
自
動
車
㈱
甲
府
支
店

　

中
央
市
山
之
神
流
通
団
地　
　

　

２
４
７
３－

11

☎
０
５
５－

２
７
３－

５
６
６
１

＊
日
本
通
運
㈱
山
梨
支
店

　

中
央
市
中
楯
７
６
９

☎
０
５
５－

２
７
４－

８
２
１
１

※
直
接
持
ち
込
ん
だ
場
合
は
、
運

　

搬
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
郵

　

便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル
券
の
購
入

　

が
必
要
で
す
。

※メーカーやサイズにより料金が異なります。

　

ご
自
分
の
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
課
税
内
容
を
知
っ
て
い

た
だ
く
機
会
と
し
て
、
ま
た
、
他

の
土
地
や
家
屋
の
価
格
と
比
較
し

て
、
自
分
の
資
産
価
格
が
適
当
で

あ
る
か
を
判
断
で
き
る
よ
う
に
、

閲
覧
・
縦
覧
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
も
次
の
日
程
で
行
い
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
自
己
資
産
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
疑
問
や
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

■
閲
覧
・
縦
覧
の
無
料
期
間

　

４
月
１
日
（
火
）

　

～
６
月
２
日
（
月
）

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
。

■
閲
覧
・
縦
覧
場
所

　

税
務
課
固
定
資
産
税
担
当
窓
口

◆
閲
覧
制
度
と
は

　

納
税
義
務
者
等
が
、
自
己
の
固

定
資
産
課
税
台
帳
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。
こ
の
閲
覧
は

い
つ
で
も
で
き
ま
す
が
、
無
料
期

間
は
こ
の
期
間
だ
け
で
す
。

※
期
間
外
は
１
件
３
０
０
円
の
手

数
料
が
か
か
り
ま
す
。

■
閲
覧
対
象
者

　

納
税
義
務
者
、
所
有
者
、
借
地

　

借
家
人

※
代
理
人
が
閲
覧
す
る
場
合
は
、

閲
覧
対
象
者
か
ら
の
委
任
状
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
借
地
借
家

人
、
ま
た
は
そ
の
代
理
人
が
閲

覧
す
る
場
合
は
、
契
約
書
等
の

権
利
関
係
を
示
す
書
面
が
併
せ

て
必
要
で
す
。

◆
縦
覧
制
度
と
は

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
自

己
の
所
有
す
る
土
地
や
家
屋
の
評

価
額
と
、
他
の
土
地
や
家
屋
の
評

価
額
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、

評
価
額
が
適
正
で
あ
る
か
を
確
認

で
き
る
制
度
で
す
。

■
縦
覧
期
間

　

こ
の
期
間
の
み
と
な
り
ま
す
。

■
縦
覧
対
象
者

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者

※
代
理
人
が
縦
覧
す
る
場
合
は
、

縦
覧
対
象
者
か
ら
の
委
任
状
が

必
要
で
す
。

※
法
人
の
場
合
は
、
閲
覧
・
縦
覧

に
お
い
て
、
代
表
者
印
を
お
持

ち
い
た
だ
け
れ
ば
、
委
任
状
は

不
要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
固
定
資
産
税
担
当

　
（
内
線
１
５
６
～
１
５
８
）

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
回
収
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

４
月
よ
り
廃
食
油
・
賞
味
期
限
切
れ
の

天
ぷ
ら
油
の
無
料
回
収
が
は
じ
ま
り
ま
す

こ
の
機
会
を
逃
さ
な
い
で

固
定
資
産
課
税
台
帳
で
自
己
資
産
を
チ
ェ
ッ
ク

【家電リサイクル料及び運搬料金表（1台あたり）】

リサイクル品 リサイクル料 リサイクル品
運搬料

テレビ 1,785 ～ 3,795 円

1,000 ～
3,500 円

洗濯機・
衣類乾燥機 2,520 ～ 3,444 円

冷蔵庫・
冷凍庫 3,780 ～ 5,869 円

エアコン 2,625 ～ 3,664 円
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■
日
時　

３
月
13
日
（
木
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　

龍
岡
公
民
館

■
対
象
・
定
員

　

０
～
３
歳
ま
で
の
未
就
園
児
と

　

親
15
組

子
育
て
サ
ロ
ン「
い
た
ず
ラ
ッ
コ
」 

う
さ
ぎ
に
な
っ
て 

サ
ー
キ
ッ
ト
遊
び

　

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
使
い
、
ウ
サ

ギ
の
よ
う
に
跳
ね
た
り
、
飛
ん
だ

り
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

３
時
20
日
（
木
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　

北
東
児
童
セ
ン
タ
ー

■
対
象
・
定
員　

０
～
３
歳
ま
で

　

の
未
就
園
児
と
親　

15
組

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ 

「
ケ
ロ
ケ
ロ
隊
員
」
を
募
集

　

当
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
や
、
教
材
の
準
備
な
ど
の
お
手

伝
い
を
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
定
例
会
も
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
７
日
（
金
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ニ
コ
リ
」
イ
ベ
ン
ト
情
報

春
休
み
期
間
は 

「
赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
」
を
導
入

　

未
就
園
児
が

混
雑
を
避
け
、

安
全
で
ゆ
っ
た

り
と
過
ご
せ
る

よ
う
に
、
平
日
の
時
間
帯
に
専
用

の
利
用
時
間
を
設
け
ま
す
。

■
実
施
期
間

　

３
月
25
日
（
火
）

　

～
４
月
４
日
（
金
）
の
平
日

■
利
用
時
間
・
対
象
児

＊
赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

　

９
時
～
14
時

　

未
就
園
児
（
０
～
３
歳
）

※
保
育
園
・
幼
稚
園
児
の
ご
利
用

は
、
平
日
14
時
～
17
時
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。（
土
日
・
祝
日

は
通
常
ど
お
り
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。）

子
育
て
サ
ロ
ン「
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
」 

消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
を
つ
く
ろ
う

　

消
し
ゴ
ム
を
使
っ
た
、
簡
単
な

は
ん
こ
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

平
日
休
館
日
の
お
知
ら
せ

■
休
館
日
・
事
由

＊
３
月
６
日
（
木
）

　

Ｕ－

３
親
子
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス

＊
３
月
28
日
（
金
）

　

月
末
休
館
日

映
画
「
細
雪
」
上
映
会

　

１
９
８
３
年
公
開
の
市
川
崑
監

督
作
品
「
細
雪
」
を
上
映
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
、
申
込
み
は
不
要

で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

３
月
９
日
（
日
）

　

14
時
～
（
開
場
13
時
30
分
）

■
場
所

　

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

韮
崎
高
校
筝
曲
部
演
奏
会

　

韮
崎
高
校
筝
曲
部
が
、
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

■
日
時

　

３
月
21
日
（
金
）

　

14
時
～

■
入
場　

無
料

■
場
所

　

１
階
共
用
ス
ペ
ー
ス

「
村
岡
花
子
の 

足
跡
（
み
ち
）」
展
示

　

次
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
の
主
役

で
あ
り
、
『
赤
毛
の
ア
ン
』
な
ど

の
外
国
の
児
童
文
学
を
翻
訳
さ
れ

た
村
岡
花
子
氏
。

　

山
梨
で
生
ま
れ
、
東
京
で
翻
訳

家
と
し
て
活
躍
し
て
い
く
人
生
の

道
の
り
を
、
当
館
所
蔵
の
資
料
な

ど
を
用
い
な
が
ら
辿
り
ま
す
。

■
展
示
期
間

　

３
月
11
日
（
火
）

　

～
９
月
（
予
定
）

朗
読
の
つ
ど
い
（
無
料
）

　

本
の
感
動
が
耳
か
ら
直
接
心
に

響
く
読
書
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
参
加
は
自
由
で
す
。

■
日
時

　

３
月
15
日 

（
土
）

　

14
時
～
15
時

■
場
所

　

図
書
館
会
議
室

■
内
容
（
作
品
名
・
朗
読
者
）

　
「
特
効
薬
」　　
　

佐
野　

洋
作

　
　
　
　
　

朗
読　

渡
邊
昌
惠
氏

　
「
父
と
の
約
束
」　

小
林
昭
三
作

　
　
　
　
　

朗
読　

新
村
美
佳
氏

　
　
　
　
　
　
　

渡
邊
恵
美
子
氏

「
春
の
彼
岸
～
あ
の
世
と 

こ
の
世
に
感
謝
～
」
展
示

　

春
分
の
日
は
「
自
然
を
讃
え
、

生
物
を
慈
し
む
日
」
と
し
て
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
春
の
彼
岸

は
「
祖
先
に
感
謝
し
、
あ
の
世
に

想
い
を
馳
せ
る
こ
と
。
こ
の
世
の

恵
み
に
感
謝
し
、
自
ら
の
生
活
に

け
じ
め
を
つ
け
る
こ
と
」
と
し

て
、こ
の
日
を
挟
ん
で
７
日
間
あ

り
ま
す
。
―
皆
さ
ん
は
ど
ん
な

日
々
を
過
ご
し
ま
す
か
？

　

今
回
は
、
そ
れ
ら
に
関
連
し
た

資
料
を
展
示
し
ま
す
。

■
展
示
期
間

　

３
月
１
日
（
土
）
～
30
日
（
日
）

問
合
せ
☎
２
２

－

４
９
４
６

市
立
図
書
館

　

問
合
せ
☎
２
３

－

７
６
７
６

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

問
合
せ
☎
２
２

－

１
１
２
１

ニ
コ
リ
総
合
受
付
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わに塚のサクラライトアップ
　市指定文化財の樹齢３２０年のエドヒガンザク
ラ。残雪の山々を背景に凛と咲き誇る姿は、毎年多
くの人々を魅了しています。
　昼とは違う、ライトアップによる幻想的で美しい
夜桜をご覧ください。
■開催期間　４月４日（金）～１３日（日）
　　　　　　連日　１８時３０分～２０時３０分
＊ライトアップ点灯式　４日（金）１８時１５分～
※開花状況により変更の場合もあります。

第20回 新府桃の花見会
　約６０ｈａの桃畑が、鮮やかなピンク色に染まる
新府桃源郷は、県内で最も開花が遅いエリアです。
地元特産品販売のほか、「桃畑の中心で妻に愛を叫
ぶ」イベントを開催します。
■日時　４月１３日（日）　９時～１５時
■場所　新府共選場
■「桃畑の中心で妻に愛を叫ぶ（桃チュー）」
　参加者募集
　今まで言えなかった愛や感謝の言葉を、桃畑の真
ん中から叫んでみませんか？
　＊１１時３０分開始　
　＊男性（先着２０名程度）

第14回 武田の里ウォーク
　長野県諏訪市から韮崎市新府桃源郷までの５０㎞
を踏破する「ウルトラウォーク」と、市内の史跡・
名所を巡る「エンジョイウォーク」を開催します。
■開催日　４月１２日（土）・１３日（日）
■申込期限　３月７日（金）
　詳細についてはお問い合わせください。
■お問い合わせ
　武田の里ウォーク実行委員会事務局
　☎２２－８０６２

第43回 信玄公祭甲州軍団出陣
　武田信玄公の遺徳を偲んで行われる県内最大のお
祭り。本市からは、武田氏譜代の重臣、甘利備前守
虎泰（清水一市議会議長）率いる、虎泰隊の武者（ち
ぼりアンナ㈱の皆さん）総勢４０名が、信玄公が待
つ甲府駅前本陣に向けて出陣式を行います。
■日時　４月５日（土）　１３時～
■会場　韮崎駅前広場

■お問い合わせ・お申し込み
　韮崎市観光協会　☎２２－１９９１
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第33回 深田祭
　「日本百名山」の著者であり、日本山岳界に大き
な足跡を残した著名な登山家、深田久弥氏の遺徳を
偲び、碑前祭と記念登山を行います。
■日時　４月２０日（日）
■場所　深田記念公園（柳平２１６５－１８３）　
■記念登山　受付８時～（自由参加・随時出発）
　参加費　１，０００円・先着１００名
　　　　　（保険・記念品付き・当日徴収）
■茅ヶ岳エコ・トレッキング教室
　初心者～中級者向けにインストラクターが同行
　＊受付　8時１５分～（９時出発）・先着５０名
　＊参加費　一般１, ０００円／中学生以下５００円
　　　　　　（保険・記念品付き・当日徴収）
　＊申込期限　４月１１日（金）

春の武田の里まつり「お新府さん」
　武田勝頼公の新府城本丸跡に祀られている、新府
藤武神社の春の祭典。お祭りのメインは、２４９段
の石段を一気に駆け上がる神輿渡御。力強く進む神
輿と担ぎ手の必死の形相は圧巻です。
■日時　４月２０日（日）
■場所　新府藤武神社（新府城跡）
■お問い合わせ　新府藤武神社氏子総代長　平賀嘉仁
　　　　　　　　☎２５－５２２１第４回 南アルプス学講座 

「甘利山の自然と保護活動を知ろう」
　昔から人々が手入をすることで守られてきた甘利
山の自然。いまも、保護活動を続ける甘利山倶楽部
などの話で、身近な自然を見つめ直しませんか？
■日時　３月８日（土）１３時３０分～１５時３０分
■会場　市民交流センター「ニコリ」
■定員　４０名　※参加費無料
■講師　ＮＰＯ法人甘利山倶楽部
■活動紹介　韮崎ロータリークラブ・韮崎高校自然

科学部・農林高校植物研究部・市商工
観光課

■お問い合わせ　南アルプス市みどり自然課
　　　　　　　　☎０５５－２８２－７２５9

韮崎の四季・韮崎から見える私の好きな富士山 
フォトコンテスト入選作品展
各賞に選ばれた作品を展示します。
■日時　３月１０日（月）～３月２２日（日）
■場所　市民交流センター「ニコリ」１階
■主催　韮崎市・市観光協会・全日本写真連盟韮崎
　　　　支部
■後援　朝日新聞甲府総局・読売新聞甲府支局・山梨

日日新聞社・山梨放送・テレビ山梨・ＮＮＳ
甲府ＣＡＴＶ・山梨県写真団体連絡協議会

■協賛　山梨フジカラー・甲府警備保障㈱

韮崎大村美術館特別企画展 
「心に響く詩・花展」
　収蔵作品の中から、花を主題に描かれた作品を紹
介します。鮮やかな色彩で描かれたバラ、趣ある桜
や椿など、画家たちの心象風景を感じていただける
多彩な作品をご覧ください。
■開催期間　３月２１日（金）～６月２２日（日）
■入館料　大人　５００円　小中高　２００円
　　　　　市内小中学生無料
■お問い合わせ　韮崎大村美術館　
　　　　　　　　☎２３－７７７５

第６回 穴山さくら祭り
　穴山町民が主体となり開催されるお祭り。毎年お
馴染みの「童話の仮装大賞」は『うらしま太郎』が
テーマです。
■日時　４月１３日（日）　１０時～１５時
■場所　穴山さくら公園（ＪＲ穴山駅南側）
■内容　つきたての餅や豚汁の販売・参加型パフォ

ーマンス・アトラクション・フリマなど
■お問い合わせ　穴山町さくら祭り実行委員長（嶋津）
　　　　　　　　☎０９０－４６０２－９７７０
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　にらさきに春の訪れを告げる市内屈指の桜の巨木が、
わに塚のサクラです。開花する３月下旬から４月上旬ご
ろには、このサクラをファインダーにおさめるために、
全国から多くの人が訪れます。
　わに塚のサクラは、神山町の棚田のような水田の中の
小高い丘に立ち、その風景の中に彩りをそえています。
　樹高１７メートル、目の高さで太さ３.３メートルの
巨木ですが、樹木医によると、まだまだ若い桜というこ
とです。
■名前の由来
　「わに塚」の名前の由来にはいくつかの説があります。桜のある丘が丸く、その形が神社などに
掛けられている鰐口に似ているからという説や、日本武尊（ヤマトタケル）の息子の武田王の墓で、
王の墓を表すために「王仁塚」と名づけられ、それがなまって、「わに塚」と呼ぶようになったと
いう説などがあります。また、江戸時代の書物『甲斐国志』によると、神山町は武田家の元祖、武
田信義が住んでいた地域で、「桜の御所」と呼ばれた場所があったと記されています。
■わに塚の魅力
　わに塚のサクラの魅力は、花の咲く春だけではありません。周りの水田に水が張られる田植のこ
ろ、水田が青々とする夏、稲穂が垂れる秋、雪の舞う冬、周りの風景とともに変化し、味わい深い
姿を見せてくれます。
　桜の巨木、水田を通しての人の営み、そして周辺の山々の姿を含めた自然と文化をあわせ持つ景
観の魅力を、四季を通じて感じてみてはいかがでしょうか。

にらさき遺産めぐり（第１回） 
わに塚のサクラ

フットパスコンシェルジュ養成研修
　市内の名所・旧跡などを歩くフットパスを通じて、
韮崎の魅力を発信するため、コンシェルジュの養成
研修を開催します。当日は、『窟観音さんお祭り拝見』
フットパスも開催され、午後の研修に参加される方
は無料となりますので、合わせてご参加ください。
■日時　３月２１日（金）
　　　　フットパス　９時～１２時
　　　　研修　１３時～
■会場　市民交流センター「ニコリ」
■講師　ＮＰＯ法人つなぐ
■内容　概要・開催方法・ガイドブック作成方法等

ヒラタケ植菌体験教室
　植付けから収穫までの管理方法を専門家が指導し
ますので安心してご参加ください。
■日時　３月２３日（日）　９時３０分～
■場所　穴山町ふれあいホール
■定員　３５名（先着順）
■費用　２, ０００円
　　　　（植菌した原木５セット・昼食・お土産付き）
■持ち物　軍手・屋外で作業できる服装
■申込期限　３月１４日（金）
■お問い合わせ・お申し込み
　農林課農林振興担当（内線２２３）

穂坂自然公園

スイーツデコ作り体験教室
　粘土を使ったスイーツづくり。マグネット付きな
ので、冷蔵庫や机のメモ止めなどにご利用いただけ
ます。
■日時　３月８日（土）　１０時～１２時３０分
■定員　１０名
■参加費　５００円

英語の絵本の読み聞かせ教室
　英会話教室の講師による、英語絵本の読み聞かせ
が体験できます。
■日時　３月１５日（土）　１０時～１２時
■対象　幼児から小学 3年生くらいの興味のある方
■定員　１５名　※参加費無料

ウェルカムボード制作体験教室
　講師が丁寧に指導しますので、初めての方やお子
さまでも安心してご参加いただけます。
■日時　３月２２日（土）　１０時～１２時３０分
■定員　１５名
■参加費　５００円
■お問い合わせ・お申し込み
　穂坂自然公園（穂坂町三ツ沢３５０７－１）
　☎３７－４３６２
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　大企業の支えのない地方クラブが強い存在感を示し、Ｊ１で戦い続けるために、ク
ラブに関わるすべての人がそれぞれの課題に「挑戦」し、そして大きく「飛躍」する
一年としたいとの思いを込め、今シーズンのクラブスローガンを『飛躍―プロヴィン
チアの挑戦』に決定し、ビッククラブに果敢に向かっていくヴァンフォーレ甲府。
　韮崎市はヴァンフォーレ甲府のホームタウンとして、今年も「ホームタウンサンク
スデー」の開催など、Ｊ１のピッチで躍動するＶＦ甲府イレブンを支援していきます。
　２０１４シーズンもスタジアムに足を運び、市民一丸となって応援しましょう。
※韮崎市ホームタウンサンクスデーの詳細は、今後の広報でお知らせします。

2014シーズンもヴァンフォーレ甲府を応援しよう!!

■ 2014 Ｊリーグ・ディビジョン１  ヴァンフォーレ甲府  試合日程

■ 2014 Ｊリーグヤマザキナビスコカップ  ヴァンフォーレ甲府  試合日程

節 月日 曜日 対戦相手 キックオフ スタジアム
1 03月01日 土 鹿島アントラーズ 14：00 山梨中銀スタジアム
2 03月08日 土 FC東京 15：00 味の素スタジアム
3 03月15日 土 アルビレックス新潟 14：00 山梨中銀スタジアム
4 03月23日 日 横浜F・マリノス 14：00 山梨中銀スタジアム
5 03月29日 土 ベガルタ仙台 14：00 ユアテックスタジアム仙台
6 04月06日 日 清水エスパルス 15：00 山梨中銀スタジアム
7 04月12日 土 サガン鳥栖 18：00 ベストアメニティスタジアム
8 04月19日 土 名古屋グランパス 19：00 山梨中銀スタジアム
9 04月26日 土 大宮アルディージャ 17：00 ＮＡＣＫ５スタジアム大宮
10 04月29日 火祝 徳島ヴォルティス 13：00 山梨中銀スタジアム
11 05月03日 土祝 川崎フロンターレ 15：00 等々力陸上競技場
12 05月06日 火祝 浦和レッズ 16：00 国立競技場
13 05月10日 土 ヴィッセル神戸 15：00 ノエビアスタジアム神戸
14 05月17日 土 柏レイソル 13：00 山梨中銀スタジアム
15 07月19日 土 ガンバ大阪 19：00 万博記念競技場
16 07月23日 水 セレッソ大阪 19：00 山梨中銀スタジアム　※韮崎市ホームタウンサンクスデー
17 07月27日 日 サンフレッチェ広島 19：00 エディオンスタジアム広島
18 08月02日 土 徳島ヴォルティス 18：30 鳴門・大塚スポーツパークポカリスエットスタジアム
19 08月09日 土 ベガルタ仙台 18：30 山梨中銀スタジアム
20 08月16日 土 鹿島アントラーズ 18：30 県立カシマサッカースタジアム
21 08月23日 土 ガンバ大阪 18：30 山梨中銀スタジアム
22 08月30日 土 柏レイソル 19：00 日立柏サッカー場
23 09月13日 土 サガン鳥栖 未定 山梨中銀スタジアム
24 09月20日 土 名古屋グランパス 〃 名古屋市瑞穂陸上競技場
25 09月23日 火祝 ヴィッセル神戸 〃 山梨中銀スタジアム
26※ 09月27日 土 横浜F・マリノス 〃 ニッパツ三ツ沢球技場
27 10月05日 日 大宮アルディージャ 〃 山梨中銀スタジアム
28 10月18日 土 アルビレックス新潟 〃 デンカビッグスワンスタジアム
29 10月22日 水 浦和レッズ 〃 埼玉スタジアム２００２
30※ 10月26日 日 川崎フロンターレ 〃 山梨中銀スタジアム
31※ 11月02日 日 セレッソ大阪 〃 大阪長居スタジアム
32 11月22日 土 サンフレッチェ広島 〃 山梨中銀スタジアム
33 11月29日 土 FC東京 〃 山梨中銀スタジアム
34 12月06日 土 清水エスパルス 〃 ＩＡＩスタジアム日本平

※26節（横浜FM）がAFCチャンピオンズリーグ2014において準決勝に進出した場合、日程が変更となる可能性があります。
※30節（川崎）31節（C大阪）がAFCチャンピオンズリーグ2014において決勝に進出した場合、日程が変更となる可能性があります。

節 月日 曜日 対戦相手 キックオフ スタジアム
1 03月19日 水 名古屋グランパス 19：00 名古屋市瑞穂陸上競技場
2 04月02日 水 柏レイソル 19：00 山梨中銀スタジアム
3 04月16日 水 アルビレックス新潟 19：00 デンカビッグスワンスタジアム
4 05月21日 水 徳島ヴォルティス 19：00 鳴門・大塚スポーツパークポカリスエットスタジアム
5 05月24日 土 大宮アルディージャ 14：00 山梨中銀スタジアム
6 05月28日 水 浦和レッズ 19：00 山梨中銀スタジアム
7 06月01日 日 休み

準々決勝 09月03日
09月07日

水
日

※準々決勝進出の場合
　どちらかがホームゲーム 未定 山梨中銀スタジアム

準決勝 10月09日
10月12日

木
日

※準決勝進出の場合
　どちらかがホームゲーム 〃 山梨中銀スタジアム

決　勝 11月08日 土 ※決勝進出の場合 〃

：ホームゲーム

：ホームゲーム
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2014.3

円
野
保
育
園
の 

休
園
式
を
行
い
ま
す

　

保
育
園
再
編
に
伴
い
、
３
月
31

日
を
も
っ
て
、
韮
崎
市
立
円
野
保

育
園
が
休
園
と
な
り
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
、
円
野
保
育
園
に

お
い
て
休
園
式
を
行
い
ま
す
の

で
、
卒
園
児
、
保
育
園
関
係
者
な

ど
、
地
域
の
方

で
参
加
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は

ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
日
時

　

３
月
22
日
（
土
）
13
時
～

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

円
野
保
育
園　

　

☎
２
７－

２
１
１
８

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

火
災
予
防
の
意
識
を
高
め
る
こ

と
で
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、

尊
い
命
を
守
る
と
と
も
に
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
毎
年
３
月
１
日
～
７
日
の
期

間
に「
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
不
注
意
な
野
焼
き
に

よ
る
火
災
が
、
多
く
発
生
し
ま
し

た
。

　

空
気
が
乾
燥
し
て
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
季
で
す
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
火
災
を
起
こ
さ
な

い
と
い
う
、
意
識
や
行
動
が
大
切

で
す
。
み
ん
な
で
火
災
の
発
生
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
防
災
交
通
担
当

　
（
内
線
３
３
９
・
３
９
９
）

伐
採
し
た
河
川
内
の
木
を 

無
料
で
差
し
上
げ
ま
す

　

釜
無
川
を
管
理
す
る
国
土
交
通

省
甲
府
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、

河
川
を
適
切
に
管
理
す
る
た
め
河

川
内
の
樹
木
の
伐
採
を
行
っ
て
い

ま
す
。
伐
採
に
よ
り
発
生
し
た
木

（
２
ｍ
程
度
）
を
、
ご
希
望
の
方

に
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

■
期
間

　

３
月
３
日
（
月
）
～
28
日
（
金
）

　

平
日
８
時
30
分
～
17
時

■
場
所　

塩
川
大
橋
下
流

　
（
栄
二
丁
目
地
先
の
河
川
内
）

■
条
件

◦
自
身
で
積
込
・
運
搬
が
で
き
る

方
。

◦
商
業
目
的
や
個
人
で
大
量
に
ご

利
用
の
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

国
土
交
通
省
甲
府
河
川
国
道

　

事
務
所
富
士
川
上
流
出
張
所

☎
０
５
５－
２
７
２－

０
０
４
０

第
３
回
韮
美
会
展
覧
会

　

年
に
１
度
、
会
員
14
名
の
作
品

を
一
堂
に
会
し
て
展
覧
し
ま
す
。

■
日
時　

※
17
日
休
館

　

３
月
16
日
（
日
）
～
23
日
（
日
）

■
場
所

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ニ
コ
リ
」

　

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
展
示
内
容

　

油
彩
、
水
彩
、
日
本
画
、

　

水
墨
画
、
能
面

■
お
問
い
合
わ
せ

　

☎
２
５－

０
０
１
６
（
田
中
）

新
御
坂
ト
ン
ネ
ル
の 

全
面
通
行
止
め
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
国
道
１
３
７
号
新
御

坂
ト
ン
ネ
ル
の
天
井
板
を
全
面
通

行
止
め
に
て
撤
去
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
工
事
期
間
中
は
国

道
３
５
８
号
や
若
彦
路
（
若
彦
ト

ン
ネ
ル
経
由
）
な
ど
へ
の
迂
回
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

交
通
渋
滞
が
予
測
さ
れ
、
利
用

者
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
規
制
期
間

　

５
月
26
日
（
月
）
０
時

　

～
６
月
30
日
（
月
）
24
時

　
（
36
日
間
）

■
規
制
場
所

富
士
河
口
湖
町
河
口［
旧
道（
県

道
富
士
河
口
湖
笛
吹
線
）分
岐
］

～
笛
吹
市
御
坂
町
藤
野
木
［
旧

道（
県
道
富
士
河
口
湖
笛
吹
線
）

分
岐
］

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
道
路
管
理
課　

☎
０
５
５－

２
２
３－

１
６
９
８

東
日
本
大
震
災
義
援
金
を 

受
付
し
て
い
ま
す

■
期
限　

３
月
31
日
（
月
）

■
場
所

　

市
役
所
１
階
福
祉
課
窓
口

※
義
援
金
は
、
確
定
申
告
の
際
の

寄
附
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
希
望
者
に
は
義
援
金
採
納

証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

■
平
成
23
年
３
月
14
日
か
ら
の
義

援
金
総
額
（
２
月
７
日
現
在
）

　

１
２
、９
８
５
、２
３
７
円

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

　
（
内
線
１
８
０
・
１
８
１
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

会
員
募
集

　
「
な
か
な
か
運

動
が
で
き
な
い
」

「
夢
中
に
な
れ
る

こ
と
を
探
し
て
い

る
」
な
ど
、
当
ク

ラ
ブ
は
、
そ
ん
な

方
々
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。
ス

ク
ー
ル（
教
わ
る
）、サ
ー
ク
ル（
み

ん
な
で
楽
し
む
）
な
ど
の
自
分
に

合
っ
た
コ
ー
ス
を
、
い
つ
で
も
お

選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

お
知
ら
せ

募  

集
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詳
細
は
、
当
ク
ラ
ブ
会
報
（
３

月
末
に
各
戸
世
帯
配
布
）
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

無
料
体
験
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

　

３
月
の
一
ヶ
月
間
は
、
無
料
体

験
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
よ
う

と
お
考
え
の
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
申
込　

随
時
窓
口
に
て
受
付　

　
（
同
じ
種
目
２
回
ま
で
無
料
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

☎
・

２
１－

２
２
５
５

就
農
希
望
者
を
対
象
と
し
た 

職
業
訓
練
を
実
施

　

県
立
農
業
大
学
校
は
、
転
職
な

ど
で
就
農
を
め
ざ
す
方
（
農
業
後

継
者
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
、
新
規
参

入
者
な
ど
）
を
対
象
と
し
た
、
職

業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
校

内
で
の
講
義
・

ほ
場
実
習
に
加

え
、
農
家
実
習

な
ど
を
行
い
、

農
業
経
営
者
に

必
要
と
な
る
能

力
を
身
に
付
け

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
休
日
を
利
用
し
て

農
作
業
体
験
す
る
「
就
農
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
塾
」も
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
立
農
業
大
学
校

　

☎
３
２－

２
２
６
９

新
設
高
等
支
援
学
校
の 

校
名
を
募
集

　

県
下
初
と
な
る
、
軽
度
の
知
的

障
害
が
あ
る
生
徒
を
対
象
と
し
た

高
等
支
援
学
校
を
、
平
成
27
年
４

月
（
予
定
）
に
新
設
す
る
に
当
た

り
、
校
名
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
設
校
は
、
現
か
え
で

支
援
学
校
分
教
室
（
旧
山
梨
園
芸

高
校
）
の
校
舎
を
改
修
し
、
通
学

区
域
は
県
内
全
域
と
な
り
ま
す
。

■
募
集
期
限

　

３
月
20
日
（
木
）
必
着

■
応
募
方
法

　

メ
ー
ル
ま
た
は
郵
便
は
が
き

■
記
載
事
項

校
名
「
○
○
○
学
園
」、
ふ
り

が
な
、
そ
の
理
由
、
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

〒
４
０
０－

８
５
０
４

　

甲
府
市
丸
の
内
１－

６－

１

　

山
梨
県
教
育
庁
新
し
い
学
校

　

づ
く
り
推
進
室
校
名
募
集
係

☎
０
５
５－

２
２
３－

１
７
５
２

gakkosui@
pref.yam

anashi.lg.jp

平
成
26
年
度
自
衛
官
募
集 

（
幹
部
候
補
生
・
予
備
自
衛
官
補
）

　

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
で

は
、自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
衛
官
候
補
生
（
18
歳

以
上
27
歳
未
満
男
子
）
は
年
間
を

通
じ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
試
験
日
程
な
ど
詳
し
く
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

　

南
ア
ル
プ
ス
募
集
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５－

２
８
３－

５
１
５
０

平
成
26
年
度 

普
通
救
命
講
習
（
前
期
）

の
ご
案
内

■
日
時　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

　

４
月
16
日
（
水
）
９
時
～
12
時

　
（
受
付
８
時
45
分
～
55
分
）

■
受
講
料　

無
料

■
会
場　

韮
崎
消
防
署

■
対
象
者

　

峡
北
消
防
本
部
管
内
に
お
住
ま

い
の
方
、
通
勤
・
通
学
さ
れ
る
方
。

※
そ
の
他
の
コ
ー
ス
や
日
程
な
ど

詳
し
く
は
峡
北
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

韮
崎
消
防
署
（
救
急
担
当
）

　

☎
２
３－

１
４
９
９

小
学
生
剣
士
集
ま
れ
！ 

嵐
峰
会
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

団
員
を
募
集

　

嵐
峰
会
は
、
先
生
た
ち
の
指
導

の
も
と
稽
古
に
は
げ
ん
で
い
ま

す
。
小
学
生
や
初
心
者
で
も
安
心

し
て
入
団
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

ご
興
味
が
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に

見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象

　

小
中
学
生
、
一
般
の
方

■
練
習
日
時

　

木
曜
・
土
曜
日

　

18
時
30
分
～
20
時

　
（
土
曜　

～
20
時
30
分
）

■
練
習
場
所

　

北
東
小
体
育
館

■
団
費

　

２
、３
０
０
円
／
月

※
防
具
等
は
お
貸
し
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

☎
２
３－

３
６
７
３
（
山
本
）

春
の
Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み 

相
談
会

　

お
子
さ
ん
の
見
え
方
や
成
人
し

●市の人口　２月１日現在　　　 （前月比）
男	 　　　 １５，４８８人 　　　　－２４人
女	 　　　 １５，６９８人 　　　　－　８人
計 	　　　 ３１，１８６人 　　　　－３２人
世帯数 　 １２，４１０世帯 　　　－　９世帯

●韮崎市国民健康保険より
2 月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険
者負担額）は、158,768,428 円で、一人あたり
の保険者負担額は、19,562 円 (前年同月比 5.38%
増）でした。引き続き健康に気をつけ、医療費
の節約にご協力ください。

相  

談

て
目
に
障
害
を
持
つ
方
、
視
覚
に

課
題
が
あ
る
お
子
さ
ん
を
指
導
す

る
先
生
な
ど
、
見
え
方
や
目
の
こ

と
で
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
無
料

■
日
時

　

３
月
15
日
（
土
）、
16
日
（
日
）

　

両
日
と
も
10
時
～
15
時

■
申
込
期
限

　

３
月
13
日
（
木
）

　

平
日
９
時
～
17
時
電
話
受
付

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
支
援

　

セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５－

２
２
６－

３
３
６
１
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人間ドックで脳のMRI（脳ドック）を受けられる方が増え、まだ症状の
ない脳腫瘍が見つかるケースが増えてきています。髄膜腫は、数ある脳腫瘍の
一つであり、良性の脳腫瘍の代表です。脳ドックなどでたまたま見つかる脳腫
瘍のうち最も頻度が多いといえるでしょう。良性の脳

腫瘍ですので、その成長はゆっくりであり、癌と違って転移を起こすことはまずあり
ませんので、慌てる必要はありません。
　治療は基本的には手術でとってしまうことですが、手術には若干のリスクも伴いま
すので、手術を行うか否かは、①髄膜腫の大きさ、②場所、③成長のスピード、④患
者さんの年齢や健康状態、などを総合的に検討して決めます。手術が難しいと考えら
れるケースには、定位的放射線治療を行う場合もあります。１～２ｃｍの小さいもの
に関しては、とりあえず治療せずに間をあけてMRIを再検査し、大きくなるかどうか
を見てから考える、ということもあります。脳神経外科の主治医とよく相談してくだ
さい。ただし、治療を行わない場合でも、定期的にMRI検査で追跡は行い、放置しな
いことが重要です。

人間ドックで脳のMRI検査を行ったところ、
髄膜腫があると言われました。
手術を受けないといけないのでしょうか？。

アドバイザー  韮崎市立病院

脳神経外科部長　八木下勉

Q.
A.

市民のみかた　消費生活相談窓口
おかしいな！？と思ったらまずは相談！

消費者トラブルにあったら
商工観光課商工労政担当
☎２２ー１１１１（内線２１６）
月～金曜日　８時３０分～１７時１５分

毎週火曜日は、消費生活相談員が市役所
１０２会議室で相談を承ります。

「消費者市民社会」ってどんな社会？
平成２５年度最後の月として、今後消費者はどのように行動していったら望
ましいか、それを示唆している「消費者市民社会」ついてご紹介します。

消費行動を通して変革を実現する社会
消費者市民社会とは、平成２０年版国民生活白書で取り上げられた考え方で、
消費者・生活者の行動を通して、公正な市場、社会的価値の創出、心の豊か
さを実現する社会のことです。

消費社会における個人というと、個人的な利益を追求する利己主義的なイ
メージを否定できません。でも、近年は、ただ個人的欲求を満たすだけでは
なく、社会のために自らも行動しようと考える人も増えています。このよう
な、社会に対して責任感を持った人が増えれば、日常の消費行動を通して社
会を変えることができるというのが、消費者市民社会の考え方です。

「買い物は投票」という気持ちを持って

行動を起こすのはそれほど難しいことではありません。

購入の際に、価格だけにとらわれず安心・安全な食品を選ぶ、環境や資源に
配慮した商品を選ぶ、フェアトレードやオーガニックの商品を選ぶ、地域に
お金が回るかどうか考える、レジ袋を断るということも、小さな一歩になり
ます。

個人の家計消費がＧＤＰ（国内総生産）の約６割という
ことを考えれば、どのような意識で買い物をするかとい
うことが、大きく社会を変えるということが分かります。

さて、今日、あなたは何を買いますか。

　 informationinformation
韮崎大村美術館特別企画展 
「精神造形への挑戦　荻太郎展」
■開催期間　３月１６日（日）まで
　家族像、女性像、バレリーナなど、印象的な人物
像の中に、自らが「精神造形」と呼び、自由な表現
の可能性を追求し続けた荻太郎。
　本展では、戦争の悲惨さを描いた《死せる風景／
ポンコツ》と、この作品の下から発見された《踊子
小憩》の２点の作品を初公開しています。ぜひご覧
ください。

「心に響く詩・花展」
■開催期間　３月２１日（金）～６月２２日（日）
　春の企画展として、収蔵品の中から花を主題に描
かれた作品を紹介します。鮮やかな色彩で描かれた
バラ、趣ある桜や椿など、画家たちの心象風景を感
じていただける多彩な作品をご覧ください。

■開館時間
　１０時～１７時
　（入館は１６時半まで）
■休館日
　水曜日、１７日～２０
　日まで展示替の為休館
■入館料
　大人　　５００円 
　小中高　２００円
　市内小中学生無料
※一年間何度でも入館で

きる大変お得な年間
パスポート（大人１名

　３，０００円）も受付
中です。

■お問い合わせ（水曜日除く、１０時～１７時）
　韮崎大村美術館　☎ ２３ー７７７５
　ホームページ：www.nirasakiomura.artmuseum.com

堀内　洋子《白い花》2006年



月 火 水 木 金 土 日

　　 　　
 市役所４階大会議室

  9時～16時
第4回親子Ｕ－3サッカー

　フェスティバル
10時～11時30分
グリーンフィールド穂坂
【要予約】

●まちなか市民会議
19時～21時
市民交流センター1階会議室

休館：  （午前）

パパ・ママ学級
Eコース3回目
9時～
沐浴指導や新生児の育児
【要予約】
スイーツデコ作り体験教室
10時～12時30分
【要予約】（Ｐ16参照）
おはなし会
14時～14時30分
対象：幼児～小学校低学年
【申込不要】

休館：

「お金の
　　なぞにせまる」

13時30分～14時10分
対象：小学校低学年までの
　　　親子15組（40名）

【要申込】（2月号P14参照）
「春の彼岸～あの世とこの

　　世に感謝～」展示
～30日（日）まで
（Ｐ13参照）

休館：

 市役所４階大会議室
  9時～16時

●年金相談
9時～16時
市役所１階102会議室
1歳6か月児健診
対象：平成24年8月生
受付：13時～13時15分
小児科医師・歯科医師の診察
「村岡花子の足跡」展示
～９月（予定）
（P13参照）

 市役所４階大会議室
  9時～16時
のびのび教室
対象児：平成24年2月生
受付：13時～13時15分
親子あそびや歯科相談

 市役所４階大会議室
  9時～16時
体位測定【予約不要】
10時30分～11時30分
おそうじ大作戦
14時～15時【予約不要】
消しゴムはんこをつくろう
「ピーターラビット」企画
10時30分～11時30分
場所：竜岡公民館（P13参照）

休館： （午前）

 市役所４階大会議室
  9時～16時
にこにこ子育て相談室
９時30分～16時
成長発達・食事など個別相
談【要予約】
育児学級
13時30分～14時30分
出産後の様子や育児のこと

英語の絵本の
　読み聞かせ教室

10時～12時【要予約】
（Ｐ16参照）
朗読のつどい
14時～15時
対象：一般・学生・目の不
　　　自由な方
【申込不要】（Ｐ13参照）

休館： 休館：    

抜き取ってご利用ください

映画「細雪」
　上映会

14時～　入場無料
（Ｐ13参照）

休館：   

休館：   

 市役所４階大会議室
  9時～16時
こころと体のデトックス
10時30分～11時30分
「てと手と」企画
定員10組【要予約】
すくすく教室
対象児：平成25年8月生
受付：13時～13時15分
離乳食指導や試食

休館：

 市役所４階大会議室
  9時～16時

●老壮大学修了式・大学祭
10時30分～14時
市民交流センター

●武田の里ライフカレッジ
　閉講式・学園祭

13時10分～15時30分
韮崎文化ホール（P8参照）

●冬の星空観察会
19時～21時
穂坂自然公園【要申込】

　

〔毎週月曜日〕
ことぶきルーム（韮崎）

　小学生対象
※祝日は実施しません

イベント・行事

●韮崎市役所 
　業務時間：8時30分～17時15分（月～金）
　〒407-8501 韮崎市水神1丁目3番１号
　☎22－1111  　 22－8479

〔毎週月・火・水曜日〕
■学校教育相談（第３月曜除く）
　9時30分～16時
　市民交流センター相談室２
　問：☎23－5653

〔毎週月・木曜日〕
母子健康手帳交付・

　妊婦・一般健康相談
　9時30分～16時

〔第１・２月曜日〕
■行政相談（祝日の場合は翌週）
　13時～15時
　市役所１階１０２会議室
　問：企画推進担当（内線 356）

〔毎週火曜日〕
■消費生活相談
　９時～16時
　市役所１階１０２会議室
　問：商工労政担当（内線 216） 

〔毎週第２・４木曜日〕
子育て相談

　10時30分～11時30分
　問：☎23－7676

〔随時・要予約〕
■家庭児童相談
　問：子育て支援担当（内線１７９）

市民栄養相談
　問：☎23－4310

相談等 ※祝日は実施しません

今月の運行はありません。
（H26年4月より運行予定）

 市役所４階大会議室
  9時～16時

●行政相談
13時～15時
市役所１階102会議室

休館：       

　 中央公園ミニSL運行日

 市役所４階大会議室
  9時～16時
にら★ちび

　ベイビーくらぶ
　6ー12か月

13時30分～14時30分
おやつタイム＆ママの交流会
材料費等100円
定員10組【要予約】

休館：

 市役所４階大会議室
  9時～16時

●無料法律相談予約受付開始
受付：8時30分～
相談日：27日（木）
企画財政課　内線356

●行政相談
13時～15時・市役所１階

●韮崎の四季・富士山
　フォトコンテスト

～22日まで（P15参照）
休館：       

月3 2014
CALENDAR

弥　生

武田の里ウォーク
　参加者募集

～3月7日（金）まで
（2月号Ｐ16参照）

広報２月号P2～P4を
参照してください。

確定申告を
お忘れなく

：申告会場

8

1

15

9

2

16

4

11

5

12

6

13

7

14

3

10

3月12日　 にら★ちび　ベイビーくらぶ　0－5か月
　　　　　13時30分～14時30分　　おやつタイム・ママの交流会
　　　　　材料費等100円　　定員10組【要予約】

3月11日　 助産師さんとおしゃべり【要予約】
　　　　　助産師　井上裕子氏　　各定員10組
　　　　＊6－12か月児　10時30分～11時30分

　　　　　　離乳食やママの健康相談
　　　　　＊0－5か月児　　13時30分～14時30分

　　　　　相談とベビーマッサージ　持物：バスタオル

3月8日
●家電リサイクル品回収

9時～11時30分
市役所庁舎裏駐車場



　
●ヒラタケ植菌
　体験教室

9時30分～
穴山町ふれあいホール
（P16参照）

休館：   

　　

　 　 　

 　

よちよち教室
対象児：平成25年
　　　　4月生
受付：13時～13時15分
場所：ニコリ２階市立図書館
　　　（読み聞かせの部屋）
ブックスタート事業やお子
さんの事故防止など

休館：

歯医者さんによる
　フッ素のはなし

10時～11時30分
県歯科医師会によるフッ素
のお話
持物：歯ブラシ
定員20組【要予約】
3歳児健診
対象児：平成23年2月生
受付：13時～13時15分
小児科医師・歯科医師の診
察など

休館：

避難訓練
11時～
避難訓練で安全を確認
誕生会
13時30分～14時30分
対象：3月生　定員10組
材料費100円【要予約】
うさぎになってサーキット

　あそび
10時30分～11時30分
場所：北東児童センター
（Ｐ13参照）

休館：  （午前）

韮崎高校箏曲部
　演奏会

14時～（P13参照）
「心に響く詩・花展」
～6月22日まで

●フットパスコンシェルジュ
　養成研修

13時～
「窟観音さんお祭り拝見」
フットパス
９時～（P16参照）

休館：

休館：       休館：

休館：  休館：   

凡
　
例

：韮崎市民交流センター「ニコリ」
　　開館時間：9時～22時
　　☎22ｰ1121（代表）　 22-1122
　　・地域情報発信センター（9時～19時）
　　・ふるさと偉人資料館 ☎21ｰ3636
　　　　/韮崎大村美術館サテライトスペース
         (9時～17時・休館：月曜日・休日の翌日）

：韮崎市立図書館　
　　開館時間：10時～19時（土日祝は9時～17時）
　　☎22-4946　 22-4950

：韮崎市子育て支援センター
　　開館時間：9時～17時
　　☎23ｰ7676　 23-7678

：児童センター　開館時間：13時～19時
　　韮崎児童センター　☎ 22ｰ7687
　　北東児童センター　☎ 23ｰ5550
　　北西児童センター　☎ 22ｰ1775
　　甘利児童センター　☎ 23ｰ1535

：韮崎大村美術館
　　開館時間：10時～17時（入館16時半）
　　☎ 23ｰ7775

：東京エレクトロン韮崎文化ホール
　　開館時間：8時30分～17時15分
　　☎20ｰ1155　 22-1919

：韮崎市老人福祉センター
　　開館時間：9時30分～16時30分

　　☎22-6944　 22-6980
：韮崎市健康ふれあいセンター

　　ゆ～ぷるにらさき
　　開館時間：９時30分～21時
　　☎20ｰ2222

：韮崎市民俗資料館
　　開館時間：9時～16時30分
　　☎22ｰ1696

：韮崎市営体育館
　　開館時間：9時～22時
　　（日曜日及び月曜日が祝日の場合
　　9時～17時）
　　☎ 22ｰ0498

休館：

10時～14時
市民交流センター「ニコリ」
ウェルカムボード制作

　体験教室
10時～12時30分
【要予約】（P16参照）

●円野保育園休園式
13時～（P18参照）

休館：

だっこの会
11時～11時30分
わらべ歌、絵本の読み聞か
せなど
対象：乳幼児【申込不要】

休館： （午前）

4か月児健診
対象児：平成25年
　　　　11月生
受付：13時～13時15分
小児科医師の診察など

休館：

 市役所４階大会議室
  9時～16時

休館：          
　　　  

休館：       

：穂坂自然公園
　　利用時間：4月～11月　9時～17時
　　　　　　　12月～3月　9時～16時
　　穂坂町三ツ沢3507ｰ1
　　☎37ｰ4362

：韮崎市保健福祉センター　
　　開館時間：
　　8時30分～17時15分
　　☎23ｰ431０ 23-4316
○乳幼児の健診
　持物：母子健康手帳、バスタオル、
　　　　保険証、印鑑

○子育て教室
※よちよち教室は、市民交流センター
　２階図書館内読み聞かせの部屋
　持物：母子健康手帳、筆記用具など
○育児健康相談等
　持物：母子健康手帳
○健康づくり教室
　持物：各種健康手帳、筆記用具、
　　　　各教室にあった服装
　　　　（体操のできる服装等）

　3 月 27 日（木）
　13 時～ 16 時
　市役所４階 402 会議室
　一人 30 分以内 定員６名
＊予約受付日　
　3 月 10 日（月）
　8 時 30 分～
   企画推進担当（内線 356）

今月の無料法律相談

診察科目 診察日 受付時間 休診日
内科

月曜～金曜

　午前 8時30分～
　　　午前11時30分

※小児科（午後）
　午後３時30分～午後４時30分
※眼科 
　金曜は午前8時30分～午前11時
※麻酔科
　左記診察日の午後２時～午後４時
※スポーツ外来
　木曜  午後１時30分～午後５時15分
※リウマチ外来
　木曜  午後１時～午後４時

土曜・日曜・祝日・
年末年始
 ※急患はこの限りで 
　はありません。 
※当院は院外処方を
　行っています。
※医師の日程変更に
　よる休診・代診に
　ついては、お問い
　合わせください。
※４月以降の専門外
　来については変更
　となる場合があり
　ます。

小児科
外科
整形外科
眼科
脳神経外科
放射線科
リハビリテーション科

麻酔科（ペイン：痛み） 3月18日（火）

泌尿器科 木曜
スポーツ外来 木曜（午後）
リウマチ外来 木曜（予約制）

☎
２
２
ー
１
２
２
１

韮
崎
市
立
病
院  
本
町
３
丁
目
５
番
３
号

3月25日（火）～4月4日（金）の平日

子育て支援センターの利用時間の変更について
春休み中は、混雑が予想されます。
安全にゆったり過ごせるように平日の次の利用時間に
ご協力ください。

＊未就園児（0～3歳児）　９時～14時
＊就園児　14～17時（土・日・祝日は通常どおり）
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3月19日
にら★ちびベイビーくらぶ～県外出身0歳児とママ～
13時30分～14時30分　材料費等100円　定員10組【要予約】



　 

対象地区
可燃 不燃 可燃粗大 不燃粗大 資源リサイクル 自己搬入の日

原則週2回 原則月2回 年6回
（2月に1回）

年6回
（2月に1回） 地区 拠点 第４土曜日

韮崎
（祖母石・岩根を除く）

  3日、  6日
10日、13日
17日、20日
24日、27日
31日

  5日、19日

ー 26日 4日
●市役所裏駐車場
　1日、8日、15日、
　22日、29日
　13時～ 16時
●やまとフジミモール店
　南側駐車場
　8日、22日
　13時～16時
●龍岡公民館グラウンド
　8日、22日
　13時～16時

3月22日（土）
9時～11時
エコパークたつおか

（☎22-3437）へ直接搬入。
運転免許証により、韮崎市民
であることを確認します。

※お店や事業所から出たも
　のは搬入できません。
※普通乗用車、軽自動車以
　外での搬入はできません。

穂坂・藤井・中田・
岩根 12日 ー 11日

穴山・円野・清哲・
神山・祖母石   4日、  7日

11日、14日
18日、25日
28日

12日、26日

ー 19日 18日

旭・大草・龍岡 5日 ー 25日

３月のごみ収集日程　３月８日（土）は、家庭で不要になった家電リサイクル品の回収を実施します。（P12参照）

文化ホールインフォメーション

祖母石、一ツ谷、水神１～２、若宮、旭、日の出、西町、
富士見ヶ丘、中島、高河原	 ５日（水）・２４日（月）

富士見、岩下、上の山	 ６日（木）・２５日（火）

穂坂町、権現沢、上の原、上今井、原、長久保
	 １０日（月）・２６日（水）

穂坂町、日の城、三之蔵、三ツ沢上下、飯米場、柳平、
宮久保、鳥の小池	 １１日（火）・２７日（木）

藤井町全区	 １３日（木）・２８日（金）

中田町全区・穴山町全区	 １４日（金）・３１日（月）

円野町全区	 １７日（月）

清哲町全区・神山町全区	 １８日（火）

旭町全区 	 ３日（月）・１９日（水）

大草町全区・竜岡町全区	 ４日（火）・２０日（木）

●老壮大学	 ７日（金）
●静心寮	 １２日（水）

巡回日程に変更がある場合は、区長を通じて連絡します。
■お問い合わせ　老人福祉センター
　　　　　　　　（☎２２－６９４４/ ２２－６９８０）

こぶし号 老人福祉センターバス（３月巡回日程）

休日・夜間の救急医療連絡先
●峡北消防本部テレホンガイド　
　☎0551-22-8181
　平日　午後5時15分～翌朝8時30分
　土日祝　24時間対応

●山梨県小児救急電話相談　
　☎＃8000（短縮ダイヤル）
　毎日午後7時～午後11時

●山梨県小児初期救急医療センター
　甲府市幸町14－6　
　☎055ｰ226ｰ3399
　平日　午後7時～翌朝午前7時
　土 　 午後3時～翌朝午前7時
　日祝・１２/２９～１/３
　　　　午前9時～翌朝午前7時
※対応は、中学生までです。
　外科的疾患の対応はできません。

◇東京エレクトロン韮崎文化ホール
　落語ワークショップ発表会
３月９日（日）１４時開演・小ホール
　５月から１年間、春風亭柳之助師匠（真打）
から落語を学んできたワークショップ受講生に
よる発表会を行います。プロ顔負けの迷演！？
にご期待ください！師匠による渾身の一席もど
うぞお楽しみください。【全席自由】５００円

◇こどもオペラ「ヘンゼルとグレーテル」
　ピアノ・ヴァイオリン・オーボエ・ホルンの
　四重奏版♪
３月１５日（土）・大ホール
１１時開演「オペラデビューは０才から！？」
※０才からご入場いただけます。
１４時開演「オペラってなぁに！？」
※３才以上を対

象としていま
す。

　仲良し兄弟の
ヘ ン ゼ ル と グ
レーテルが森の
中で出会ったの
は、たくさんの

動物たちとおいしいお菓子、そして…おそろし
い魔女！？聴くだけではなく、目で見て、体で
感じて楽しめる、こどもオペラへようこそ！
【全席自由】おとな１,５００円／こども（中
学生以下）５００円／おやこペア１,５００円
（おとな・こども１名ずつ）

◇赤毛のアン
　－ みどりのやねの朝 －
３月１６日（日）
１４時開演・大ホール
　山梨県出身の村岡花
子が翻訳した事でも知
られる、Ｌモンゴメリ
の世界の名作『赤毛の
アン』の舞台公演。ア
ンのどんな境遇にも負
けない勇気ある生き方
をお楽しみください。
出演：小原春香、齋藤
ヤスカ 他（予定）。
【全席指定】大人１,０００円・子ども（中学生
以下）５００円

◇エントランスコンサートVol.9
　木管五重奏で聴く癒しのハーモニー
４月１３日（日）１３時３０分・エントランスホール
　気軽に生のクラシック音楽を聴いてみません
か？入場無料ですのでお気軽にお越しください。
【全席自由】入場無料（先着１５０名様）

◇平成26年度ブリーズ友の会会員募集
　お得な会員になりませんか？
　当ホール主催の公演チケットの先行予約や割
引価格での購入、月に１度の公演案内情報の送
付やポイントカードなど様々な特典をご用意し
ております。
※一部対象外の公演もございます。
○会員期間　４月１日～来年３月末まで
○年会費〈お１人あたり〉
　個人２,０００円／家族（２～４名）１,０００円
※団体会員もありますので、入会方法等、詳細

はお問い合わせください。

■お問い合わせ
　東京エレクトロン韮崎文化ホール
　☎２０－１１５５　 ２２－１９１９


